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2024年２月29日、プーチン大統領は、自身としては19回目となる教書演説を行った。モスクワ市

内の「ガスチヌィ・ドゥヴォール」で行われた演説は、教書演説としては過去最長となる２時間６分に

及んだ。その内容は、冒頭こそウクライナでの「特別軍事作戦」や関連する西側批判に始まったもの

の、大半は新たな社会支援策（保健・医療、教育など）、技術発展や企業支援、地域政策など国民

にとってより身近なテーマについて言及した。 

今回の教書演説は約半月後（３月17日）に控えた大統領選挙直前の演説ということで、事実上、

有権者に対して選挙公約をアピールする機会となった。日本のメディアでは、ロシア軍の戦果や軍事

侵攻の優勢といった、「特別軍事作戦」に関する発言が強調されているが、本号では、本誌の読者

に関心が高いであろうロシア経済や社会に関わる部分を中心に、演説の概要をご紹介することにし

たい。 

なお、演説の全文はロシア大統領ホームページに公開されているので、関心の向きにはそちらを

ご覧いただきたい（http://www.kremlin.ru/events/president/transcripts/73585）。 
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